
企業就職（スポーツ産業・他産業）
専門職（体育教員等）

スポーツ推薦

学業・競技への意識は高いが
スポーツ活動により学修の機会が確

保できていない学生

一般入試

本日の議論の範囲全体像

在学

②中学・高校を通じてスポーツに
重点を置いてさえいれば進学可
であるという風潮の是正

①入学前から学生アスリートを
志す人への教育

③大会・練習日程の調整

競技活動に偏重し
学修に対する意識が低い学生

学業・競技への意識が高く
双方に取り組める環境がある学生

⑦表彰制度等による学業・競技とも
さらに伸ばす取組の創設

プロ選手やコーチ等
企業スポーツ選手等

⑧セカンドキャリアを見据えた
教育の提供

入学 キャリア形成

【凡例】
学生の立場等

対策の方向性案

④指導者の理解醸成

⑤成績管理

⑥練習時間の制限

④指導者の理解醸成

⑨企業とのマッチングや
情報提供

本日は入学前の対策「リクルートに関する規程・入学前プログラム」とキャリア形成の対策「表彰制度・教育プログラム・キャ

リアマッチング」等を討議する予定です。

Ⅲ入学前からの動機づけやリ
クルート制度について

Ⅰキャリアを見据えた教育や
キャリア支援について

Ⅱさらなる動機づけと社会へ認
知されるための発信について
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I. キャリアを見据えた教育やキャリア支援について

想定し得るキャリア形成時での対策案及び本日の論点

日本版NCAAにスポーツを通じた人材育成の役割が期待される中で、学生アスリート
が社会の様々なところで活躍できるようなキャリア支援が必要ではないか。

個々の大学が様々なキャリア支援を行う中、大学横断的に行った方が効率的なもの
など日本版NCAAが実施するべきキャリア支援はどのようなものが考えられるか。

プロ選手、アスリート就職、スポーツ関連企業へ就職、一般企業へ就職等、学生ア
スリートが希望するキャリアは様々であるが、日本版NCAAが行うキャリア支援の対
象者や支援内容を明確にすべきではないか。

問題意識

① 大学のキャリアセンター等と連携しながら、日本版NCAAはキャリア支援について
どのような役割をうべきか。日本版NCAAが実施すべき対策の主な対象者は誰か、
また短期に実行可能なもの、時間を要するものは何か。またどのように実現させ
るか。
例）・各種キャリアキャリアセミナーの実施（運動部学生向けの就職セミナー、スポーツ関連就職セミナー、セカンドキャリア対策セミナー等）
・学生アスリート向けボランティア・インターンプログラムの提供
・ＯＢ・ＯＧ含めた名簿の作成と管理

論点
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学生アスリート（トップ層）

学生アスリート（一般層）

プロスポーツ選手等を終えた後のセカンドキャリアを見据えたキャリア形成支
援

スポーツ業界とのマッチングやスポーツ関連の就職に関するアドバイザリーや
マッチングサポート（ボランティア・ＮＰＯとのマッチング等含む）

イメージ図
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II. さらなる動機づけと社会へ認知されるための発信について

表彰での対策案及び本日の論点

これまで学業成績の振るわない学生や競技偏重の環境にある学生向けの対策に
ついて議論してきたが、学業と競技の両立が実施できている学生の活動の更な
る充実のための動機づけも必要ではないか。

日本版NCAAに、スポーツを通じた人材育成の役割が期待される中で、優れた功
績を残した学生アスリートや大学等を評価し、社会へ発信・認知してもらう事
が重要ではないか。

問題意識

① 日本版NCAAとして学業成績も良好で競技も十分に打ち込めている学生に向け
てさらなる動機づけをする施策は何か。
例：表彰制度

② 日本版NCAAとして実施すべき表彰は何か。またその狙いと対象者は誰か。
例：米国NCAAにおいては、対象者毎に、以下の施策が実施されている。

（対学生）学業成績・地域貢献・競技成績を総合した評価

（対監督・コーチ等）競技成績のみならず該当チームから優秀な学生を輩出できたか、地域貢献への新たな取り組みの有無など
（その他）スポーツ分野へ貢献した新たな研究成果の表彰や評価

※対象者は卒業生を含め関係者を広く設定し、関係者の動機づけ、愛校心の醸成や寄付金の増額等を狙う。

論点
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III. 入学前からの動機づけやリクルート制度について

想定し得る入学前での対策案及び本日の論点

在学中の学業支援のみならず、入学前の学生アスリートやその関係者の学業へ
の意識を醸成することも重要。

高校生への早期の大学リクルートは、結果的に、運動部活動への偏重を助長し
ているのではないか。

日本版NCAA加盟大学へは中学・高校に向けたリクルートに制限を設ける等に
よって、学業と競技の両立の理念の浸透等を促すことはできないか。

問題意識

① 日本版NCAAが実施すべき対策とは何か、また短期に実行可能なもの、時間を
要するものは何か。またどのように実現させるか。
例：（短期）高校教員向け共通セミナーによる啓発活動／（長期）リクルート活動のガイドライン策定と管理（高校生に接して
よい期間の設定など）、学生アスリート向け試験等学力の底上げのための基準設定、高校生が実施すべき勉強などの
ガイドラインの策定等

② 上記対策を実施する場合、どのような関係者と議論し、連携を進めていくべ
きか。

論点
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